
別紙２ 

【復興交付金事業計画の個別事業の実績に関する評価様式】 

 

事業番号 D-20-1-1 

事業名  津波避難・海抜表示看板設置事業 

事業費  総額 8,053千円（国費 6,443千円） 

     （内訳：広告料 7,166千円、消耗品費 887千円） 

事業期間 平成 24年度 

事業目的 津波からの速やかな避難及び平常時における防災意識啓発のため 

事業地区 市内全域 

事業結果 

看板設置箇所：市内 1,610箇所 

・東電柱 1,500箇所 

・公共施設 110箇所（市内の小、中、特別支援学校、幼稚園、保育園等） 

設置看板例  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事業の実績に関する評価 

 ① 事業結果の活用状況に関する調査・分析・評価 

本事業の実施により、海水浴客等の市内の地理に詳しくない人でも、海抜表示看板

を確認することで津波の危険性を把握することが可能となった。また、市民に対して

も日頃から生活している地域の海抜を知らせることで、津波が来襲した際の危険性を

理解できるため、防災意識啓発の役割も担っている。 

  

② コストに関する調査・分析・評価 

   東電柱への看板の設置は、統一された単価のものであり適正であったと考える。ま

た、公共施設に設置する看板については市の職員が設置を行うことでコスト縮減を図

った。 

 ③ 事業手法に関する調査・分析・評価 

東電柱設置看板について、整備後現場確認を実施し、雑草繁茂等による視認不良箇

所 49枚の移設を行い、掲出の適正化を図った。移設を含め、想定期間内に滞りなく業

務を完了したため、事業手法は適正であったと考える。 

事業担当部局 
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